
平 成 ３１年 ３月 ２９日  

北 海 道 森 林 管 理 局  

平 成 ３０年 度 野 幌 自 然 環 境 モニタリング調 査 結 果 概 要  

 

１．調 査 項 目 及 び内 容                                               

調 査 項 目  内   容  

森 林 植 生  
再 生 活 動 地 に お け る 天 然 更 新 及 び 植 栽 木 の 再 生 状 況 を 把 握 。 ま た 、 野

幌 自 然 休 養 林 に お い て 良 好 で あ る と 考 え ら れ る 林 相 を 有 す る 天 然 林 （ 以

下 、 「 良 好 な 自 然 林 」 と す る ） の 概 要 を 把 握 す る 。  

菌 類 相  
風 倒 被 害 地 、 良 好 な 自 然 林 、 風 倒 被 害 を 受 け な か っ た 森 林 に お い て 出 現

す る 木 材 腐 朽 菌 の 子 実 体 を 採 取 ・ 同 定 し 、 森 林 の 再 生 段 階 を 菌 類 の 面 か

ら 検 討 を 行 う 。  

歩 行 性 甲 虫 相  
風 倒 被 害 地 、 林 縁 、 林 内 に お い て 歩 行 性 甲 虫 を 捕 獲 し 、 得 ら れ る 種 か ら

風 倒 被 害 地 の 再 生 段 階 を 検 討 す る 。  

野 生 動 物 相  
自 動 撮 影 装 置 を 用 い た 調 査 を 実 施 し 、 森 林 の 更 新 に 影 響 を 及 ぼ す と 考 え

ら れ る エ ゾ シ カ 、 特 定 外 来 種 で あ る ア ラ イ グ マ 、 そ の 他 記 録 さ れ る 野 生 動 物

か ら 、 野 生 動 物 相 の 健 全 性 に つ い て 評 価 を 行 う 。  

 

２ ． 調 査 結 果  

１ ）  森 林 植 生 調 査  

2 0 1 8 年 9 月 の 台 風 被 害 で ト ド マ ツ な

ど 数 種 に 被 害 が 出 た が 、 天 然 更 新 木 は

植 栽 列 の 内 外 で 見 ら れ 、 天 然 木 の 圧

迫 が み ら れ 始 め た が 、 植 栽 木 は 年 々 着

実 に 伸 長 成 長 を 増 し て い て 、 サ サ の 稈

高 を 抜 き つ つ あ る 。 一 方 で ツ ル 類 が 樹

木 の 生 長 を 抑 制 し て い る 箇 所 が 部 分 的

に 出 て き た 。 ツ ル 類 を ど の よ う に 処 置 す る

か 考 え て い く 必 要 が あ る 。 全 体 的 に 再

生 段 階 は 第 ２ 段 階 と 考 え ら れ る 。  

 

２ ）  菌 類 相 調 査  

処 理 区 では、植 栽 あるいは天 然 更 新 した樹 種 の倒 木 や枯 死 木 から発 生 する菌 類 の増 加 がみら

れ、今 年 度 の調 査 では計 11 種 があらたに確 認 された。以 上 から再 生 段 階 としては、第 ２段 階 へ移 行

中 と考 えられる。 

 

台 風 被 害 後 45 い 林 小 班  
  

広 葉 樹 が 定 着 し て い る 44 ん 林 小 班  

繁 茂 し て い る ツ ル 類

は チ シ マ ザ ザ も 倒 す

46 に 林 小 班 （ 同 右 ）  

プロット毎の重要菌類出現頻度（２０１８） 



３ ）  歩 行 性 甲 虫 相 調 査  

 ギャップ地 の調 査 も 2014 年 以 降 に CH 指 数 が

98 を超 える調 査 区 が増 え、2017 年 は平 均 で 98.7

に達 した。本 年 度 は、13 箇 所 の調 査 地 のうち 10

箇 所 で 100 に達 したことは、天 然 林 の組 成 にかな

り近 づてきており、群 集 構 成 が回 復 してきていると

判 断 できるが、記 録 種 数 の減 少 は小 休 止 の状 況  

であり、一 進 一 退 しながら森 林 回 復 しつつあり、総  

合 的 にみて、再 生 段 階 は第 ２段 階 の後 半 に入 った 

と考 えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ）  野 生 動 物 相 調 査  

確 認 種 数 と確 認 種 構 成 については今 年 度 、過 年  

度 で大 きな違 いは見 られず、生 息 するほ乳 類 相 に変  

化 はない。エゾタヌキは、2014 年 依 然 と比 べると撮 影  

頻 度 の増 加 がみられ生 息 数 が大 きく増 加 していると 

推 察 される。特 定 外 来 種 であるアライグマについては 

今 年 度 も過 年 度 同 様 、広 範 囲 で多 数 が確 認 されたが、 

撮 影 頻 度 は減 少 した。在 来 種 への影 響 などを引 き続 き 

注 視 する必 要 がある。 

エゾシカは、9 月 調 査 で若 干 の増 加 が見 られたが、 

引 き続 き低 い撮 影 頻 度 で推 移 している。   

  

 

 

 

 

図－１ CH 指数（オサムシ -ゴモクムシ個体数比）

＝（森林環境を好むオサムシ亜科個体数） /  

（（森林環境を好むオサムシ亜科個体数） +（草原環境

を好むゴモクムシ亜科のゴモクムシ個体数＋ゴミム

シ個体数））×100〕

図－２ 年別撮影頻度の推移  
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新たに確認された歩行性昆虫 3 種  
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